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第11回 金武地区幼年消防クラブ

防火フェスティバル

　

防
火
予
防
週
間
に
あ
た
る

十
一
月
十
日
、
金
武
町
営
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
第
11
回
金
武
地
区
幼

年
消
防
ク
ラ
ブ
防
火
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

金
武
町
・
宜
野
座
村
・
恩
納

村
の
保
育
園
児
約
三
百
人
が
集

ま
り
、「
私
た
ち
は
ぜ
っ
た
い
に

火
遊
び
は
し
ま
せ
ん
」「
お
父
さ

ん
お
母
さ
ん
先
生
が
た
の
お
し

え
を
守
り
ま
す
」「
私
た
ち
は
元

気
な
明
る
い
子
ど
も
に
な
り
ま

す
」「
私
た
ち
は
守
り
ま
す
火
の

用
心
」
と
全
員
で
防
火
の
誓
い

を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
防
火
玉
い
れ
、
消
防
車
対
園

児
に
よ
る
防
火
綱
引
き
、
防
火

か
け
っ
こ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。



　

十
一
月
三
日
、
第
二
回
読
書
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
金
武
町
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
小
中
学
校
・
町
立
図
書
館
に
よ

る
展
示
、
金
武
小
学
校
読
み
聞
か
せ

　

第
二
回
金
武
町
書
道
展
（
金
武

町
文
化
協
会
主
催
）
が
金
武
町
立

中
央
公
民
館
中
ホ
ー
ル
で
、
十
一

月
二
日
か
ら
五
日
ま
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

町
内
在
住
の
方
や
金
武
町
に
関

係
の
あ
る
書
道
愛
好
家
二
十
五
人

の
作
品
が
数
多
く
展
示
さ
れ
、
観

客
は
芸
術
の
秋
を
堪
能
し
て
い
ま

し
た
。

▲書道展のようす ▲中川小読み聞かせボランティアの影絵

　

浜
田
保
育
所
の
園
児

達
が
十
月
十
七
日
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
く
ば
の

里
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
訪
問
は
三
世
代

交
流
事
業
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
た
も
の
で
、

園
児
達
は
元
気
い
っ
ぱ

い
に
エ
イ
サ
ー
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

に
「
い
つ
ま
で
も
げ
ん

き
で
ね
」
と
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
入
っ
た
贈
り
物
を

し
ま
し
た
。

　

十
月
二
十
七
日
、
平
成
十
八
年
度

農
作
業
安
全
講
習
会
（
北
部
地
区
農

業
機
械
士
会
主
催
）
が
Ｊ
Ａ
沖
縄
金

武
支
店
農
産
物
出
荷
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

農
業
機
会
に
起
因
す
る
農
作
業
事

故
が
毎
年
発
生
し
て
お
り
、
事
故
を

防
ぎ
農
作
業
の
安
全
の
意
識
高
揚
を

目
的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
習
会
で
は
農
業
機
械
士
に
よ
る

農
業
機
械
の
保
守
点
検
、
農
作
業
事

故
と
実
態
の
防
ぎ
方
の
説
明
等
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

第 2回 読書フェスティバル第
二
回

書
道
展

平
成
18
年
度
農
作
業
安
全
講
習
会

いつまでも長生きしてね

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ぬ
く
ぬ
く
」
に
よ

る
読
み
聞
か
せ
・
中
川
小
学
校
読
み

聞
か
せ
サ
ー
ク
ル「
ぽ
っ
か
ぽ
っ
か
」

に
よ
る
影
絵
、
ま
た
講
演
会
や
展
示

即
売
会
等
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲金武小読み聞かせボランティア
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十
一
月
八
日
、

嘉
芸
小
学
校
（
喜

友
名
純
子
校
長
）

五
年
生
が
稲
刈
り

体
験
を
行
い
ま
し

た
。

　

総
合
学
習
の
一

環
と
し
て
行
わ

れ
て
い
る
授
業
で
、

八
月
に
自
分
た
ち

で
田
植
え
を
行
い

黄
金
色
に
育
っ
た

稲
を
収
穫
し
ま
し
た
。
鎌
を
上
手

に
使
い
こ
な
し
慣
れ
た
手
つ
き
の

児
童
や
収
穫
を
初
め
て
経
験
す
る

児
童
も
い
ま
し
た
。

　

毎
年
収
穫
し
た
稲
で
し
め
な
わ

を
作
っ
た
り
、
米
で
も
ち
を
作
っ

て
新
し
い
年
を
迎
え
る
そ
う
で
す
。

　

区
民
の
体
力
と
健
康
を
維
持

増
進
す
る
と
と
も
に
区
民
間
の

親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

十
月
十
五
日
、
第
十
六
回
中
川

区
民
運
動
会
が
中
川
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

区
民
が
四
つ
の
班
に
分
か
れ
、

玉
入
れ
・
各
種
リ
レ
ー
・
綱
引

き
な
ど
十
八
の
競
技
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

第
16
回
中
川
区
民
運
動
会

　

十
月
二
十
八
日
、
区
民
の
親
睦
と
融
和
を
深
め
よ

う
と
第
七
回
や
か
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
芸
能
保
存
会
に
よ
る
「
長

者
の
大
主
」
で
舞
台
演
目
が
始
ま
り
、
嘉
芸
保
育
所

に
よ
る
「
う
た
、
お
ゆ
う
ぎ
」、
子
ど
も
会
に
よ
る

「
マ
ミ
ド
ー
マ
ー
」、
老

人
会
に
よ
る
「
豊
年
音

頭
」、
十
四
班
に
よ
る

「
ゆ
た
か
節
」
等
多
く

の
演
目
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
婦
人
会
や
農

業
青
年
ク
ラ
ブ
屋
嘉

支
部
が
い
ろ
い
ろ
な
料

理
を
区
民
に
振
る
ま
い
、

会
場
は
賑
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

　

十
月
二
十
七
日
、
金
武
町
総
合

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
ふ
れ
あ
い

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
町
内
に

住
む
障
害
を
持
つ
方
々
が
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
て
体
力
の
維
持
増
進
を

図
る
と
と
も
に
仲
間
作
り
を
行

い
、
社
会
参
加
を
促
す
こ
と
を
目

的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

障
害
者
や
関
係
者
八
十
五
人
が

参
加
し
、
コ
ー
ス
を
回
っ
た
り
、

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
競
争
な
ど
さ
わ

や
か
な
汗
を
流
し
、
交
流
を
深
め

て
い
ま
し
た
。

　

十
月
二
十
二
日
、
名
護
市

営
陸
上
競
技
場
で
第
四
十
三

回
国
頭
郡
陸
上
競
技
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

三
選
手
が
四
種
目
で
一
位

と
い
う
成
績
を
収
め
、
金
武

町
は
六
位
と
い
う
結
果
で
し

た
。

　

ま
た
、
昨
年
の
第
五
十
七

回
県
民
体
育
大
会
で
優
勝
し

た
前
泊
万
寿
夫
氏
が
県
民
体

育
大
会
賞
と
し
て
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

一
位
の
種
目
は
次
の
と
お

り
で
す
。

ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会▲ナイスショット

▲40代男子800M１位の前泊さん ▲一般女子400M１位の仲間さん

▲稲刈りを体験する児童

嘉芸小学校稲刈り体験

第
43
回

国
頭
郡
陸
上
競
技
大
会

屋
嘉
ま
つ
り

実りの秋

種　　　目 氏　　名 記　録

40代男子 800M 前　泊　万寿夫 2'21''5

一般女子 400M 仲　間　理　絵 '68''3

一般男子 円盤投 岡　村　拓　歩 37m77

一般男子 ハンマー投 岡　村　拓　歩 42m95
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一般会計歳出目的別の内訳
予算総額 支出済額7,716,682千円 3,271,021千円

（執行率　42.39％）

総 務 費
予算現額　2,115,040千円

（対予算総額 27.41％）
支出済額　1,340,620千円

（執行率 63.39％）

予算決算事務･財産管理･企画費･国際交
流費･基地渉外費･軍用地跡地利用計画
作成･交通安全･広報発行･徴税･戸籍･選
挙･統計･監査･人事等に使われます。 

民 生 費
予算現額　1,224,406千円

（対予算総額 15.87％）
支出済額　669,811千円

（執行率 54.70％）

社会福祉･身体障害者･高齢者･児
童福祉･生活保護に係る経費や金
武町総合保健福祉センター･町立
保育所の運営等に使われます。 

衛 生 費
予算現額　466,011千円

（対予算総額 6.04％）
支出済額　203,220千円

（執行率 43.6％）

住民検診・予防接種・ごみの収
集・ハブ対策・狂犬病予防・赤
土流出対策・火葬場の管理等に
使われます。

農 林 水 産 費
予算現額　1,648,916千円

（対予算総額 21.37％）
支出済額　204,180千円

（執行率 12.38％）

農業・畜産業・漁業・林業・商

工業の振興に使われます。

土 木 費
予算現額　490,750千円

（対予算総額 6.36％）
支出済額　75,682千円

（執行率 15.42％）

主に道路・橋・街灯・公園・河
川・公営住宅などの工事等に使
われます。

消 防 費
予算現額　194,914千円

（対予算総額 2.52％）
支出済額　97,322千円

（執行率 49.93％）

金武地区消防の運営に

使われます。

教 育 費
予算現額　988,634千円

（対予算総額 12.81％）
支出済額　424,333千円

（執行率 42.92％）

幼稚園･小学校･中学校に係る学校教育や町立
中央公民館･町立図書館･町営プール･町立武
道館･町立体育館･町営グラウンドの管理運営
等、社会教育に係る経費に使われます。 

そ の 他
予算現額　588,011千円

（対予算総額 7.62％）
支出済額　320,301千円

（執行率 43.51％）

議会運営費・労働費・災害復旧・
公債費（借入金の返済）等に使
われます。

　金武町では、町の財政がどのように運営さ

れているかを町民の皆様にご理解していただ

く為、歳入歳出予算の執行状況等を表やグラ

フにまとめ年 2回公表しております。

　この財政状況が町の財政をご理解いただく

一助となれば幸いです。   

町の人口（平成 18年 9月末日現在）
人　口 10,953 人

男 5,418 人

女 5,535 人

世帯数 4,604 世帯

面積（平成 17 年 10 月 1日現在） 37.84 ㎞2

［単位：千円］
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一人当り
82,155円

一人当り
704,527円

固定資産税
54,271円
（66.06％）

総務費
193,101円
（27.41％）

民生費
111,787円
（15.87％）

農林水産費
150,545円
（21.37％）

土木費
44,805円
（6.36％）

消防費
17,796円
（2.52％）

その他
53,685円
（7.62％）

教育費
90,262円
（12.81％）

衛生費
42,546円
（6.04％）

町民税
21,532円
（26.21％）

町たばこ税
4,496円
（5.47％）

軽自動車税
1,856円
（2.26％）

財政状況公表（平成18年度上半期）
一般会計歳入

区　　　分 予 算 現 額 構成比 備　　　考

町 税 899,840千円 11.66％ 町民税・固定資産税・軽自動車税等、町民が納める税金

国有提供施設等所在市町村助成交付金 174,898千円 2.27％ 米軍等に使用させている国有資産に応じて国が基地所在
市町村に交付するお金

施 設 所 在 市 町 村 調 整 交 付 金 277,969千円 3.60％ 提供施設内の米軍資産に応じて国が基地所在市町村に
交付するお金

地 方 交 付 税 1,624,333千円 21.05％ 国税のうち所得税、法人税、酒税、消費税、たばこ税を
一定の割合・基準で国が地方公共団体へ交付するお金

国 ・ 県 支 出 金 1,801,271千円 23.34％ 事業などを行うときに国や県から入ってくるお金

町 債 295,100千円 3.83％ 町が資金調達の為に負担する債務（借入金）

そ の 他 2,643,271千円 34.25％ 使用料・手数料・財産収入・諸収入等

計 7,716,682千円 100.00％

各会計の予算執行状況
会計名 予算総額 収入総額 執行率 支出済額 執行率

一 般 会 計 7,978,607千円 4,505,670千円 56.47％ 3,949,347千円 49.50％
国民健康保険事業 1,698,618千円 677,288千円 39.87％ 655,549千円 38.59％
老 人 保 険 事 業 1,015,310千円 478,372千円 47.12％ 435,540千円 42.90％
有線放送電話事業 26,156千円 11,252千円 43.02％ 8,590千円 32.84％

町民一人当りの町税負担額

町税の徴収状況（平成 18年 9月末日現在）
徴収すべき額 収入済額 徴収率

本年度分課税 1,072,431千円 664,238千円 61.94％

町の借入金（平成 18年 9月末日現在）
借入金現在高 4,478,761千円

本年度分課税 町民一人当たりの借入金 409千円

土地
18,110,467.63 ㎡

建物
81,159.14 ㎡

基金
3,843,320 千円

有価証券
12,632 千円

町有財産の状況

町民一人当りの歳出予算額
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至　沖縄北IC

至　沖縄南IC

至　北中城

至　旧具志川市

中部産婦人科

コザ十字路

マクドナルド

330号線

329号線

ライオンズマンション

沖縄公証人役場

かねひで
コザ十字路店

沖縄
海邦銀行

住
居
表
示
制
度
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

●住居表示制度に関するお問合わせ●
　金武町役場 企画課
　TEL 968 － 6262　FAX 968 － 6270
　メール kikaku@town.kin.okinawa.jp

No.6

　

先
月
号
に
引
き
続
き
住
居
表
示
制
度
に
関
す
る
疑
問
あ
る
い

は
質
問
を
Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
お
答
え
し
ま
す
。

「
住
居
表
示（
住
所
の
表
示
）制
度
」に
つ
い
て

Ｑ
１　

 

住
居
表
示
制
度
の

進
め
方
は
？ 

 
 

Ａ　

住
居
表
示
制
度
を
進
め
る

に
あ
た
り
、
実
施
地
域
の
住
民

の
皆
様
（
法
人
含
む
）
に
説
明

会
を
開
い
た
り
、
審
議
会
に
諮

り
専
門
的
な
意
見
を
聴
く
な
ど

町
民
の
皆
様
の
声
を
反
映
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【Part 2】

相談事項：公証事務に関連した次の事項
①遺言、遺産相続、生前贈与、死因贈与、不動
産売買、金銭賃借等。
②土地賃借（普通借地権、定期借地権、事業用
借地権、一時使用等。）
　建物賃貸借（住宅、アパート、店舗）等
③離婚、財産分与、慰謝料、養育料等
④権限譲渡、リース、売掛金、賃料未払等
⑤その他 任意後見制度等

日　　時：毎週月曜～金曜 午前 9：30～午後 4：30
※ただし、遺言出張等のため、公証人不在の時
もありますので、あらかじめ「電話の上」お
いでください。

問合せ先：沖縄公証人役場
沖縄市美里１-２-３（コザ十字路角）
TEL ９３８-９３８０
FAX ９３８-５１３１

公証事務に関連した「無料法律相談」
１．職種及び人数　一般行政職／若干名　幼稚園教諭職／若干名　保育士職／若干名
２．受験資格

平成19年度 金武町職員採用候補者選定試験の案内

職種 試験
区分 受　験　資　格

一
般
行
政
職

上級

①学校教育法に基づく４年制大学を卒業した者、又は平成19年３月31日までに卒業
見込の者、若しくはこれと同等以上の学力があると認められる者で昭和49年４月２
日以後出生した者。
②金武町に住所又は本籍を有し、又は父母の一方が金武町に住所を有する者。

中級

①学校教育法に基づく短期大学を卒業した者、又は平成19年３月31日までに卒業見
込の者、若しくはこれと同等の資格があると認められる者で昭和49年４月２日以
後出生した者。
②金武町に住所又は本籍を有し、又は父母の一方が金武町に住所を有する者。

初級
①学校教育法に基づく高等学校を卒業した者、又は平成19年３月31日までに卒業見
込の者で昭和49年４月２日以後出生した者。
②金武町に住所又は本籍を有し、又は父母の一方が金武町に住所を有する者。

幼 稚 園
教 諭 職

保育士職

①幼稚園教諭普通免許状と保育士資格の両方を有する者、又は、平成19年３月31日
までに幼稚園教諭普通免許状と保育士資格の両方を取得見込みの者。
②昭和49年４月２日以後に出生した者。
③金武町に住所又は本籍を有し、又は父母の一方が金武町に住所を有する者。
　（幼稚園と保育所勤務の人事交流を予定、交流時期については、今後、協議による）

３．試験方法（一般行政職） ⑴第１次試験　平成19年１月28日㈰　教養試験、論文試験
 ⑵第２次試験　平成19年２月18日㈰　口述試験
試験方法（幼稚園教諭職） ⑴第１次試験　平成19年１月28日㈰　専門試験、論文試験  

 ⑵第２次試験　平成19年２月18日㈰　口述試験
試験方法（保育士職） ⑴第１次試験　平成19年１月27日㈯　専門試験、論文試験  

 ⑵第２次試験　平成19年２月18日㈰　口述試験
４．受験申込書の配布　平成19年１月４日㈭から金武町役場総務課で配布
５．受験申込の受付期間　平成19年１月４日㈭から平成19年１月18日㈭まで金武町役場総務課で申込受付
６．そ の 他　　　　　⑴採用は平成19年4月以降予定

⑵給料は金武町職員の給与に関する条例（昭和60年条例第13号）を適用する。

 ●住居表示制度実施までの流れ

※上記の作業工程は通常約 2年程度の期間で実施します。

地 元 説 明 会

住居表示審議会

町　　議　　会

字名街区番号・住居番号決定

通　知　　表示板取付など

実　　　　　　施

実　施　調　査

番　号　付　定
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こ
れ
か
ら
の
季
節
、
忘
年
会
・
新

年
会
と
外
食
や
飲
む
機
会
が
増
え
て

き
ま
す
。
皆
で
楽
し
み
な
が
ら
食
事

を
す
る
の
は
い
い
も
の
で
す
が
、
問

題
な
の
は
そ
の
〝
お
な
か
の
中
に

入
っ
た
量
〞
！
つ
い
つ
い
食
べ
過
ぎ

た
り
、
飲
み
す
ぎ
た
り
し
て
翌
日
お

な
か
周
り
が
気
に
な
る
・
・
・
な
ん

て
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
外
食
は

お
肉
や
揚
げ
物
な
ど
高
カ
ロ
リ
ー
・

高
脂
肪
の
料
理
が
多
く
、
１
回
で
１

日
分
の
カ
ロ
リ
ー
を
と
っ
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

低
カ
ロ
リ
ー
で
ビ
タ
ミ
ン
や
食
物

繊
維
の
豊
富
な
野
菜
や
き
の
こ
・
海

藻
・
こ
ん
に
ゃ
く
な
ど
の
食
材
は
お

つ
ま
み
と
し
て
最
適
で
す
。
多
め
に

食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
意
外
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

お
酒
も
高
カ
ロ
リ
ー
な
の
を
ご
存
知

で
す
か
？
ワ
イ
ン
な
ど
は
お
酒
の
中

で
も
健
康
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
で
も
飲
み
す
ぎ
る
と
肥

満
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
、
お
酒
を
飲
む
代
わ
り
に

ご
飯
を
食
べ
な
い
方
も
い
る
よ
う
で

す
が
、
ご
飯
に
含
ま
れ
て
い
る
た
ん

白
質
・
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
・
食

物
繊
維
は
お
酒
に
は
含
ま
れ
て
い
ま

せ
ん
。
な
の
で
、
必
要
な
栄
養
を
取

れ
な
い
お
酒
は
ご
飯
の
代
わ
り
に
は

な
ら
な
い
の
で
す
。

　

お
酒
は
、
食
事
を
お
い
し
く
楽
し

む
程
度
に
心
が
け
、
最
低
で
も
週
に

１
〜
２
日
は
休
肝
日
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

 《
１
日
の
適
量
》

ビ
ー
ル
だ
と

　
　
　

５
０
０
p

（
２
缶
だ
と
多
い
）

泡
盛
だ
と

　
　
　

１
／
２
合

（
焼
酎
も
一
緒
）

日
本
酒
だ
と

　
　
　

１
合

ワ
イ
ン
だ
と

　
　
　

２
杯

ウ
イ
ス
キ
ー
だ
と

（
水
割
り
）
１
杯

（
ブ
ラ
ン
デ
ー
も
一
緒
）

果
実
酒
だ
と

（
ロ
ッ
ク
）
１
杯
半

（
注
）
全
部
飲
ん
で
１
日
量
で
は
な

く
、
１
種
類

（
例　

泡
盛
１
／
２
合
）
で

１
日
量
で
す
。

食
べ
過
ぎ
・
飲
み
過
ぎ
注
意
報
！

【対象者】
　下記の事項① ~⑤のいずれかに該当する方が対象となり
ます。
①震災・風水害・火災等により、住宅・又は家財に著し
い損害をうけたこと。

②生計の主の収入が志望、又は長期入院により、著しく
減少したこと。

③生計の主の収入が事業の休廃止、事業における著しい
損失、失業等により、著しく減少したこと。

④生計の主の収入が天才による農作物の不作、不業等に
より、著しく減少したこと。

⑤その他、広域連合長が必要と認める者。（生活保護基準
に該当する場合）

【介護保険料の減額免除割合】
①に該当する場合
・前年の所得額と損害の程度により全額から 8分の 1
を減額

②又は③に該当する場合
・前年の所得額と所得の減少割合により 2分の 1か
ら 8分の 1を減額

④に該当する場合
・前年の所得額と農水産物の損失額（補償額は除く）
により 10分の 5から 10分の 9を減額

⑤に該当する場合
・保険料の半額、又は第 1段階保険料との差額を減額

※保険料の減額は承認されたのち変更されます。

【申請に必要なもの】
○持参していただくもの

①に該当する場合
 ・消防署・警察署・保険会社からの罹災証明書等
②に該当する場合
・医師の診断書
③に該当する場合
・休廃止していることを証明するにたる書類、失業保
険受給証明書

④に該当する場合
・不作・不魚等については、これを証明するにたる書
類

⑤に該当する場合
・印鑑（認印可）
・年金支給通知書等（年金額が確認できるもの）
・被保険者の世帯全員の預金、貯金通帳
・有価証券
・身体障害者手帳
・加入している健康保険証
・御本人及び世帯に働いている人がいる場合は給与証
明、また事業をしている場合は所得の収支が確認で
きるもの
・資産評価証明書（資産がない場合は虫さん証明書。
市町村にて発行しています）

【問い合わせ先】
　○沖縄県介護保険広域連合
　　〒904-0197 沖縄県中頭郡北谷町北谷2丁目6番地 2
　　　　　　　　TEL 098-921-7802（業務課賦課徴収係）
　○金武町役場 保健福祉課
　　　　　　　　TEL 098-968-3559

介護保険料減免のおしらせ
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十
一
月
十
二
日
、
各
地
域
に
受
け
継
が

れ
て
き
た
民
俗
芸
能
を
披
露
し
、
民
俗
芸

能
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
か
お
り
高
い

文
化
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
的
に
金
武
町
民

族
芸
能
祭
が
町
立
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

金
武
町
か
ら
は
並
里
区
伝
統
芸
能
保
存

会
に
よ
る
「
棒
ス
ケ
ェ
ー
」、
金
武
区
伝

統
芸
能
保
存
会
に
よ
る
「
な
ぎ
な
た
」
を

演
舞
披
露
し
ま
し
た
。
町
外
か
ら
は
今
帰

仁
村
湧
川
区
路
次
楽
保
存
会
に
よ
る
「
路

次
楽
」、
恩
納
村
恩
納
区
に
よ
る
「
坂
原

口
説
」、
県
立
芸
術
大
学
琉
球
芸
能
先
行

Ｏ
Ｂ
会
に
よ
る
「
松
竹
梅
鶴
亀
」「
し
ゅ
ん

ど
う
」「
本
貫
花
」「
加
那
よ
ー
天
川
」
の
演

舞
が
披
露
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
方

が
各
地
域
の
特
色
あ
ふ
れ
る
伝
統
芸
能
を

鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

金
武
町
民
俗
芸
能
祭

▲並里区棒スケー（五人棒）

▲金武区のなぎなた

▲県立芸大琉球芸能専攻OB会による本貫花

▲恩納村恩納区による坂原口説

▲今帰仁村湧川区路次楽保存会

取
材
で
読
書
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
へ
行
き
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な

コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
や
影
絵

は
素
晴
ら
し
く
多
く
の
人
に
見

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
の
が
正
直

な
感
想
で
し
た
。

そ
の
時
に
展
示
即
売
会
で
あ

る
絵
本
を
探
し
ま
し
た
。
本
屋
に

も
な
く
、「
も
し
か
し
た
ら
」
と

思
い
探
し
ま
し
た
が
、
見
つ
か
り

ま
せ
ん
。
古
い
絵
本
な
の
で
廃
刊

に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
有
名
な

絵
本
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
に

と
っ
て
は
思
い
出
の
絵
本
な
の
で

少
し
残
念
で
し
た
。

最
近
は
待
時
間
に
「
ケ
ー
タ

イ
小
説
」
を
よ
く
読
み
ま
す
。
誰

で
も
小
説
が
書
け
、
読
者
が
多

い
と
出
版
化
さ
れ
る
と
い
う
現

代
な
ら
で
は
の
小
説
で
、
何
十
万

人
と
読
者
が
い
ま
す
。
い
く
つ
か

作
品
を
読
み
ま
し
た
が
、
ほ
と

ん
ど
の
作
品
に
心
が
痛
く
な
る

出
来
事
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

体
験
が
基
に
な
っ
て
い
る
と
は
い

え
、
多
く
の
人
が
そ
う
い
う
体
験

を
し
、
多
く
の
人
が
そ
れ
を
求
め

て
い
る
と
思
う
と
悲
し
く
な
り

ま
し
た
。

犯
罪
が
減
り
人
が
傷
つ
か
ず
、

平
穏
に
暮
ら
せ
る
こ
と
が
私
の

願
い
で
す
。
来
年
は
心
温
ま
る
よ

う
な
出
来
事
が
多
い
年
に
な
る

と
い
い
で
す
ね
。
よ
い
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
・
・
・

　来年の 4月から、新たに資源ご
み等が分別されますので、ゴミの分
け方・出し方を来月以降連載してい
きます。
　なお、12 月から説明会（案内別
紙チラシ配布）を行いますが、仕事
等で参加できない方は金武町役場生
活環境係若しくは各区事務所にチラ
シを置きますので
ご覧くださいます
ようご協力よろし
くお願いいたしま
す。
問合せ先　金武町役場　生活環境課
　　　　　968-2460　8-2460

平成19年4月から
ゴミの出し方がかわりますe-Tax って、なに？

　あらかじめ登録をすれば、自宅やオフィス、税理士事務所か
ら、インターネットで国税に関するさまざまな申告や申請、納
税ができ、税務署などに何度も出かける必要がなくなります。
●ご利用できること
⑴申告／所得税、法人税、消費税の申告はもちろん源泉

所得税の申告もできます。また、「確定申告書等
作成コ－ナ－」で作成したデ－タを引き継いで
利用することもできます。

⑵納税／ATMやインタ－ネットバンキング等を利用し
て、すべての税目の納税ができます。

⑶申請・届出等／青色申告の承認申請、納税地の異動
届、電子納税証明書の交付請求など税務に関
する申請･届出等の提出ができます。

●事前に必要なもの　⑴電子証明書の取得
　　　　　　　　　　⑵ICカ－ドリ－ダライタ

どうやって利用するの？
●ご利用の流れ
⑴開始届出書を納税地の税務署長に提出(送信)します。
⑵電子署名を行うための電子証明書を取得します。
⑶公的個人認証サ－ビスなどICカードで発行される

電子証明書をご利用の方は、別途ICカードリ－ダラ
イタを取得する必要があります。
⑷開始届出書提出(送信)後、e-Taxを利用するために
必要なe-Taxソフト(CD-ROM)や利用者認識番号等
の記載された通知書が税務署から届きます。
⑸e-Taxソフトをインスト－ルし、暗証番号の変更や
電子証明書の登録をします。

セキュリティはどうなっているの？
　e-Taxでは、利用する方が安心してシステムを利用でき
るように、セキュリティの確保には万全を期しています。
【個人情報の保護】
⑴通信デ－タを暗号化して情報のやり取りを行うので安心です。
⑵外部からの攻撃や不正アクセスから情報を守って
いますので安心です。

【なりすましの防止】
⑴本人になりすました、いやがらせやいたずらを防
止しています。
⑵通信途中で通信デ－タが改ざんされていないこと
を確認します。

詳 し く は：www.e-tax.nta.go.jp
お問合せは：名護税務署　TEL52-2920

 国税の申告、納税について「e-Tax（国税電子申告・納税システム）」
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